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特異値分解と一般化逆行列

佐賀大学 新井康平

特異値分解

長方形行列Aの特異値と対応する特異ベクトルは、スカラ

対角行列の対角要素に特異値を配置し、
対応する2つの直交行列の列からなる特異ベクトルをUおよびVとすると、
つぎのような関係になります。

UとVは直交であるため、これは特異値分解になります。
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ランクはR

特異値分解のまとめ
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線形空間:重ね合わせの理

線形写像
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像←Span(列ベクトルの張る空間)

ベクトルa1,a2,..で張る空間：span[a1,a2,..]

次元←列ベクトルのうち、一次独立なものの個数

核は行ベクトルとAの内積が0になるベクトル
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像空間と核空間

内積が0
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直交射影、直交補空間
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まとめ


